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ニ
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だいがくのたから

広
大
な
敷
地

　

本
学
の
敷
地
は
地
元
の
１
市
９
町
、
現
在
の
石
巻
市
、
女
川
町
、
東
松
島
市
の
方
々
が
用
地
を
買
収
し
、

造
成
し
て
本
学
を
誘
致
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
だ
。
北
側
に
あ
る
ト
ヤ
ケ
森
山
も
含
め
て
、
42
万
平
方
メ
ー

ト
ル
。
東
京
ド
ー
ム
の
約
10
倍
の
広
さ
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
に
も
変
形
や
流
動
化
は
一
切
な
く
、
広

い
芝
生
に
１
０
０
０
人
前
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
色
と
り
ど
り
の
テ
ン
ト
を
張
っ
て
生
活
し
、

物
資
用
の
大
型
テ
ン
ト
も
多
数
設
置
さ
れ
た
。

頑
丈
な
校
舎

　

ピ
ン
ク
の
タ
イ
ル
で
仕
上
げ
た
校
舎
が
、
東
西
に
翼
を
広
げ
る
よ
う
に
２
列
に
並
ん
で
い
る
。
本
館
お

よ
び
１
〜
４
号
館
は
開
学
に
先
立
つ
１
９
８
８
年
12
月
に
、
５
号
館
は
開
学
10
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

２
０
０
０
年
に
完
成
し
た
。
同
一
法
人
で
あ
る
専
修
大
学
の
卒
業
生
の
方
々
の
お
力
で
で
き
た
建
物
で
あ

る
。
敷
地
は
軟
弱
地
盤
だ
っ
た
た
め
、
南
側
の
校
舎
は
地
下
50
メ
ー
ト
ル
以
上
、
北
側
も
20
メ
ー
ト
ル
以

上
、
裏
山
か
ら
の
岩
盤
に
届
く
深
さ
の
基
礎
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
柱
が
太
く
、
壁
も
厚
い
重
厚
な
建
物

で
、
東
日
本
大
震
災
で
も
ビ
ク
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
学
内
に
お
け
る
死
傷
者
は
な
く
、

震
災
当
日
か
ら
１
０
０
０
人
以
上
の
避
難
者
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
日
本
赤
十
字
社
の

救
護
所
、
石
巻
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
な
ど
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

祈
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

本
館
の
正
面
入
り
口
に
大
理
石
の
彫
刻
が
あ
る
。
彫
刻
家･

久
保
健
史
さ
ん
の
作
品
で
、
日
本
語
で
「
む

こ
う
の
こ
こ
に
は
…
…
」、
フ
ラ
ン
ス
語
で“U

n nuage carré”

（
四
角
い
雲
）
と
い
う
題
が
つ
い
て
い

る
。
私
た
ち
の
大
切
な
学
生
６
人
が
東
日
本
大
震
災
で
命
を
落
と
し
た
。
彼
ら
を
は
じ
め
と
す
る
震
災
の

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
を
慰
霊
す
る
と
と
も
に
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
学
内
の
一
番

目
立
つ
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

石巻専修大学



　100名が同時に演習できる広い基礎看護学実習をは
じめ、福岡女学院看護大学では、４つの充実した実
習室を完備しています（基礎看護学実習室、成人 ・
老年看護学実習室、母性・小児看護学実習室、地域・
在宅看護実習室）。最先端の設備 ・機器を導入し、医
療現場さながらの演習を展開しています。精緻な人
体模型や実際の住宅を模した実習室で在宅ケアを体
得するなど、常に相手の立場 ・心情に配慮した看護
の実践を学びます。また、2016年度には、シミュレー
ションセンターを含む新棟建築も決定しています。
学生たちは知識や技術を身に付け、看護職者として
の将来像や夢をふくらませています。

〈表紙写真〉

最先端の医療現場を先取りした施設で、
実践力を鍛えます



さ さ え 、 育 み 、 未 来 に つ な ぐ

F u k u o k a  J o  G a k u i n  N u r s i n g  C o l l e g e
福岡女学院看護大学

学校法人 福岡女学院は130周年を迎えました

大学点描

　2015年、学校法人福岡女学院は創立130周年を迎え
ました。米国のキリスト教宣教師ジェニー・ギール
女史が創立した英和女学校を前身とし、キリスト教
に基づいた深い教養を身につけ、広く社会に求めら
れる女性教育の学び舎として、時代とともにある使
命を果たしてきました。現在では、幼稚園、中学校・
高等学校、大学・短期大学部、大学院を擁する女子
教育の総合学園として発展を続けています。
　福岡女学院看護大学は、その伝統と実績をふまえ、
国立病院機構  福岡東医療センターと連携し、2008
年、福岡県古賀市に単科大学として開学しました。
2015年３月で４期409人を世に送り出しました。▲創立者 ジェニー・ギール女史

▼看護大学校舎外観



　本学は、国立病院機構 福岡東医療センターに隣接する恵まれた学
習環境にあり、最先端の医療現場と連携した看護教育を特色として
います。現役医師による講義「病態・疾病論Ⅰ～Ⅵ」では、国立病院
機構をはじめ、医療の第一線で活躍中の専門医師が講義を行います。
　また、福岡都市圏の国立病院機構をはじめ、大学病院や総合病院、

施設などで臨地実習が行われ、
充実した教育連携プログラム
を展開しています。多様性に
富んだ実習で、社会から求め
られる人間性豊かな看護職者
の育成をめざしています。

福岡女学院看護大学

キリスト教精神に基づいた、
ヒューマンケアリング教育

国
立
病
院
機
構

福
岡
東
医
療
セ
ン
タ
ー
に
隣
接

　本学は、キリスト教精神に基づいた、人間の尊重、倫理観を備えたヒューマン
ケアリング教育をめざしています。幅広い教養とコミュニケーション能力を身に
つけ、看護学や医学の専門的な知識と技術に研鑽を重ね、問題解決能力、看護実
践能力を取得し、医学および看護学の進歩、国民健康の維持増進、さらに地域や
国際社会に貢献する看護職者を育成します。

福岡東医療センター▶

◀病態・疾病論講義風景



地
域
連
携
協
定
事
業

　本学では、福岡県古賀市と連携し、「古賀市連携協定事業活動」の
一環として糖尿病予防教室を開催しています。食生活や運動習慣等、
日常生活動向と血糖値の関係を自分自身で調べながら、血糖値の現
状を自己分析し、糖尿病を予防するための健康管理のあり方を学習
することを目的としており、市職員（保健師・管理栄養士・看護師
を含む）や健康づくり促進員（ボランティア）、本学の公衆衛生看護
学領域教員等で約３ヶ月間、６回にわたって血糖測定器を活用して
実施しています。

　その他、古賀市との共同開
催で、古賀市在住の妊娠22週
以降の妊婦さん・古賀市に里
帰り出産予定の妊婦さんとご
家族を対象に、お産に向けて
の準備や過ごし方（呼吸法・
リラックス法）、沐浴体験など
を行う「妊娠後期すこやか教
室」を実施しています。学生
ボランティアも参加し、本学
の教育理念であるヒューマン
ケアリングを学び、実践する
大切な時間となっています。

▲▼すこやか教室

◀古賀市糖尿病予防教室



福岡女学院看護大学

看
護
大
学
10
周
年
に
向
け
て
、

新
校
舎
建
築
が
決
定

　本学は、2018年４月に開学10周年を迎えます。この記念すべき
年に創立10周年記念事業として新校舎建築に取り組みます。新校
舎の概要は、総面積約2,046㎡、鉄筋コンクリート３階建てで、国
立病院機構 福岡東医療センターより借用している敷地南東部角に
建設され、2015年11月着工、2016年８月末竣工予定です。
　近年、実習現場での学生による看護実践が難しくなってきてい
ます。看護実践能力を育成するには、できる限り現場に近い環境
を作り、課題を学生同士で討議し、安全な環境下で試行と失敗か
ら学ぶシミュレーション教育が効果的であると考えています。
　本学では、すでにアクティブラーニングを取り入れていますが、
新棟２・３階に、九州では数少ない看護シミュレーションセンター
を設置し、従来の講義・演習型の教育から、学習者主体による課
題解決型の教育へと移行しやすい環境を整え、教育方法の更なる
充実を図ります。

福岡女学院看護大学　〒811-3113 福岡県古賀市千鳥1-1-7
　TEL 092-943-4174　FAX 092-940-2341

学校法人 福岡女学院 〒811-1313 福岡市南区曰
お

佐
さ

3丁目42-1
　□法人本部事務局　　　　　　　　　　□福岡女学院大学・大学院
　□福岡女学院大学短期大学部（英語科） □福岡女学院大学生涯学習センター
　□福岡女学院大学臨床心理センター　　□福岡女学院高等学校
　□福岡女学院中学校　　　　　　　　　□福岡女学院幼稚園
　□福岡女学院天神サテライト
　　〒810-0001　福岡市中央区天神2-8-38　協和ビル9F　

学院ホームページ　http://www.fukujo.ac.jp

▲新棟完成イメージ



　

福
岡
女
学
院
は
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
建

学
の
理
念
を
堅
持
し
社
会
の
要
請
に
応
え
続
け
る
の
は
容

易
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
可
能
に
し
た
の
は
、

キ
リ
ス
ト
を
見
つ
め
て
き
た
教
育
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、「
高
い
志
を
胸
に
、
意
識
し
て
道
の
端
を
颯
爽
と
歩

く
」
学
生・

教
職
員
が
行
き
交
う
キ
ャ
ン
パ
ス
を
夢
見
て

い
ま
す
。
志
と
は
、
空
を
見
上
げ
た
時
に
溢
れ
だ
す
熱
き

血
潮
で
す
。
私
の
志
を
支
え
る
の
は
、
部
屋
に
掲
げ
た

「
信・

望・

愛
」（
寛
容
）
と
「
義
理
と
人
情
」（
侠
気
）
の

看
板
で
す
。

意
識
し
て
生
き
よ
う

片
野 

光
男
●
福
岡
女
学
院
看
護
大
学
学
長
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１　
は
じ
め
に

　

大
学
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
特
に
私
立
大
学
の
場
合

は
そ
の
独
自
性
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る

声
も
と
き
に
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
私
は
大
学
の
伝
統
を
維

持
し
つ
つ
改
革
を
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
進
め
れ
ば
、
か
え
っ

て
そ
の
独
自
性
の
輝
き
を
増
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
例
え
ば
、
駒
澤
大
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
お
い
て

も
仏
教
系
大
学
の
独
自
性
を
持
っ
て
臨
み
た
い
。

　

さ
て
、
い
ま
社
会
は
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
い
、
伝
統
社
会
は
揺
ら
ぎ
、
変
化
し
、
経
済
環

境・

雇
用
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
し
て
、
国
際
紛
争
が
頻
発
し
、

そ
こ
に
は
民
族
間
の
対
立
と
宗
教
間
の
対
立
が
表
裏
を
な
し

て
お
り
、
多
く
の
国
で
社
会
不
安
が
拡
大
し
て
い
る
。
わ
が

国
で
も
少
子
高
齢
化
に
伴
う
活
力
の
低
下
、
経
済・

社
会・

地
域
の
格
差
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災・

原
発
事
故
の
傷
跡
は
未
だ
癒
え
ず
、
復
旧
復
興
事
業
も
な
か

な
か
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
激
甚
災
害
も
あ
と

を
絶
た
ず
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
代
は
「
心
の
時
代
」
と
言
わ
れ
、

宗
教
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
日
本
文
化
が
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
日
本
文
化
を
代
表
す
る
能・

狂
言
、
茶
の
湯
、

石
庭
、
水
墨
画
、
書
院
造
り
な
ど
は
、
禅
の
影
響
を
深
く
受

け
て
成
立
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
禅
へ
の
関
心
も
深
ま
っ
て

き
た
。
本
学
は
ま
さ
し
く
、
そ
の
禅・

仏
教
の
大
学
と
い
う

点
で
独
自
性
を
持
つ
の
で
あ
る
。

２　
建
学
の
理
念

　

本
学
の
建
学
の
理
念
は
、
わ
が
国
の
曹
洞
宗
の
祖
で
あ
り

廣
瀬 

良
弘
●
駒
澤
大
学
学
長

主
体
性
を
育
む
環
境
づ
く
り
に
向
け
て

102015.11　大学時報



永
平
寺
の
開
山
で
あ
る
道
元
の
禅
の
思
想
に
由
来
し
て
い
る
。

本
学
の
「
寄
附
行
為
」
に
は
、
建
学
の
理
念
と
し
て
「
仏
教

の
教
義
並
び
に
曹
洞
宗
立
宗
の
精
神
に
則
り
、
学
校
教
育
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
理
念
は
、
長
年
、

「
行
学
一
如
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
、
そ
れ
と
併
せ
て
、

実
践
徳
目
と
し
て
「
信
誠
敬
愛
」
が
説
か
れ
て
き
た
。

　

道
元
の
禅
は
、
坐
禅
修
行
を
積
み
重
ね
て
悟
り
に
至
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
道
元
の
最
も
代
表
的
な
言
葉
に
「
修

証
一
等
」（
し
ゅ
し
ょ
う
い
っ
と
う
。「
修
証
一
如
」
と
も
。

『
弁
道
話
』）
が
あ
る
。
坐
禅
修
行
を
悟
る
た
め
の
手
段
と
は

せ
ず
、
修
（
坐
禅
修
行
）
と
証
（
悟
り
）
は
一
体
で
あ
り
、

坐
禅
修
行
が
悟
り
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
坐

禅
修
行
、
す
な
わ
ち
「
行
」
を
重
要
視
し
、
証
（
悟
り
）
と

一
等
（
一
如
）
と
し
た
の
で
あ
る
。
道
元
が
「
行
」
や
生
活

の
実
際
を
重
ん
じ
た
こ
と
は
、
典
座
（
て
ん
ぞ
。
禅
宗
寺
院

の
料
理
長
）
の
役
を
特
に
重
視
し
、
中
国
の
禅
宗
に
な
ら
い
、

六
知
事
と
い
う
高
位
に
就
け
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
（『
典

座
教
訓
』）。

　

こ
の
道
元
の
最
も
代
表
的
な
言
葉
で
あ
る
「
修
証
一
等
」

の
精
神
を
大
学
の
理
念
と
し
た
の
が
「
行
学
一
如
」
で
あ
る
。

「
行
」
を
「
学
」
と
一
体
と
す
る
ま
で
に
高
め
た
の
で
あ
る
。

　

戦
後
、「
行
学
一
如
」
が
建
学
の
理
念
を
表
現
す
る
も
の
と

し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
衛
藤
即
応
（
え

と
う
そ
く
お
う
）
総
長
の
時
か
ら
で
あ
る
。
１
９
５
４
（
昭

和
29
）
年
の
入
学
式
で
、
彼
は
「
本
学
設
立
の
精
神
を
体
す

る
行
学
一
如
の
学
風
」
と
述
べ
、
大
学
新
聞
に
は
「『
行
学
一

如
』
の
学
風
に
学
べ
」
の
大
見
出
し
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
時
期
、「
行
学
一
致
」・

「
行
学
一
体
」
な
ど
の
言
葉
で
表
現

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。

　

大
学
で
は
「
行
」
と
は
自
己
陶
冶
、
自
己
形
成
の
こ
と
、

「
学
」
と
は
学
問
研
究
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
行
学
一

如
」
と
は
、「
自
分
を
よ
り
優
れ
た
人
間
に
成
長
さ
せ
る
こ
と

と
、
学
問
研
究
に
励
む
こ
と
は
一
つ
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、「
学
」
は
、
受
動
的
に
受
け
取
る
も
の
で

は
な
く
、
積
極
的
な
「
行
」
を
通
し
、
自
分
の
血
肉
と
し
て

獲
得
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
で
あ
り
、
要
す
る
に
「
主

体
的
な
学
び
」（
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
教
え
で
あ

る
。「
主
体
的
な
学
び
」
こ
そ
が
、
複
雑
化
す
る
社
会
現
実
の

真
っ
た
だ
中
で
、
的
確
に
問
題
を
発
見
し
柔
軟
に
解
決
す
る

力
の
基
盤
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、「
行
学
一

如
」
は
「
学
」
を
通
し
て
社
会
貢
献
へ
と
連
な
る
の
で
あ
る
。

11 大学時報　2015.11



　
「
行
学
一
如
」
は
、
仏
教
の
教
え
と
禅
の
精
神
が
息
づ
く
高

い
倫
理
観
に
支
え
ら
れ
る
。
仏
教
は
慈
悲
の
心
を
教
え
る
。

思
い
や
り
、
慈
し
み
の
心
で
あ
る
。
こ
の
慈
悲
の
心
も
、
行

動
を
伴
わ
な
け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、「
学
」

も
、
そ
れ
と
不
可
分
の
「
行
」
も
倫
理
的
な
深
さ
を
備
え
て

い
る
の
で
あ
る
。「
行
」
は
、
単
な
る
実
践
を
意
味
し
な
い
。

今
、
大
学
教
育
に
は
学
生
に
人
間
力・

生
活
力
を
も
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
学
の
「
行
」
は
ま

さ
し
く
こ
の
人
間
力・
生
活
力
へ
向
け
た
自
己
陶
冶
の
面
を

重
視
す
る
。
こ
こ
に
、
道
元
の
「
行
」
を
重
ん
じ
る
「
修
証

一
等
」
の
禅
の
精
神
が
生
き
て
い
る
。

　

本
学
の
法
科
大
学
院
も
、「
行
学
一
如
」
に
基
づ
き
「
理
論

と
実
務
を
架
橋
す
る
教
育
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
人
間
味
あ

ふ
れ
る
「
法
曹
」
の
養
成
を
目
指
し
て
い
る
。
倫
理
観
に
貫

か
れ
た
「
人
に
寄
り
添
う
法
曹
の
養
成
」
こ
そ
、
法
科
大
学

院
の
発
足
以
来
の
存
在
意
義
で
あ
る
。

　

そ
れ
故
、「
行
学
一
如
」
と
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
「
学
」
を

支
え
に
計
画
を
立
て
（
Ｐ
）、
そ
れ
を
「
行
動
」（
実
践
）
に

移
し
（
Ｄ
）、
さ
ら
に
「
学
」
に
よ
っ
て
検
証
し
て
（
Ｃ
）、

そ
れ
ま
で
の
教
訓
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
行
」（
Ａ
）
へ
上
昇
す

る
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

３　
自
校
史

　

本
学
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
、
全
学
部
共
通
の
１
年
次

全
員
履
修
科
目
と
し
て
、「
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
初

年
次
教
育
の
充
実
を
図
っ
た
。
そ
の
中
に
、
図
書
館
や
禅
文

化
歴
史
博
物
館
の
利
用
指
導
な
ど
と
共
に
自
校
史
教
育
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。
本
学
の
歴
史
に
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
興

味
深
い
出
来
事
や
ユ
ニ
ー
ク
な
逸
話
が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
て
い
る
が
、「
受
講
に
よ
り
、
一
層
、
大
学
に
興
味
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

越
前
（
福
井
県
）
永
平
寺
を
開
い
た
道
元
か
ら
四
代
目
に

当
た
る
の
が
、
能
登
（
石
川
県
）
の
總
持
寺
を
開
い
た
瑩
山

で
あ
る
。
そ
の
弟
子
で
、
總
持
寺
の
二
代
目
と
な
っ
た
の
が

峨
山
で
あ
る
。
こ
の
峨
山
は
、
瑩
山
が
開
い
た
能
登
門
前
の

總
持
寺
と
羽
咋
の
永
光
寺
の
住
職
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
折
に
は
、
永
光
寺
の
朝
の
勤
行
が
終
わ
っ
て
か

ら
總
持
寺
の
勤
行
に
駆
け
付
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
両
寺

を
結
ぶ
尾
根
道
は
、
今
も
「
峨
山
道
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

両
寺
間
は
13
里
、
52
キ
ロ
あ
る
。
總
持
寺
に
は
、
始
め
は
非

常
に
ゆ
っ
く
り
読
み
、
途
中
か
ら
早
い
ス
ピ
ー
ド
に
な
る
読

経
の
や
り
方
が
今
も
あ
り
、
毎
朝
続
け
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
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り
、
峨
山
が
到
着
す
る
ま
で
は
ゆ
っ
く
り
読
み
、
到
着
し
た

と
み
る
や
読
経
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

実
際
の
頻
度
は
と
も
か
く
、
峨
山
が
両
寺
間
を
よ
く
往
復
し

た
こ
と
か
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。
52
キ
ロ
は
、
マ
ラ

ソ
ン
よ
り
10
キ
ロ
も
長
い
距
離
で
あ
る
。
峨
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
行
動
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　

こ
の
峨
山
は
25
人
（
そ
の
う
ち
の
特
に
優
れ
た
５
人
を
「
五

哲
」
と
い
う
）
も
の
優
れ
た
弟
子
を
輩
出
し
て
お
り
、
彼
ら

は
村
は
ず
れ
の
堂・

宮
に
住
む
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
全
国

展
開
し
て
い
く
。
旅
か
ら
旅
の
修
行
行
脚
の
中
で
得
た
知
識

を
も
と
に
、
小
地
域
の
開
発
や
温
泉
場
の
再
開
発
、
生
前
に

戒
名
を
授
け
る
授
戒
会
、
葬
祭
活
動
な
ど
に
よ
り
、
在
地
の

武
士
や
長
者
（
商
人
的
武
士
）
ば
か
り
で
な
く
、
農
民・

職

人
な
ど
の
民
衆
に
ま
で
受
容
さ
れ
て
い
き
、
彼
ら
が
広
げ
た

曹
洞
宗
は
現
在
で
も
１
万
４
０
０
０
の
寺
院
を
擁
す
る
わ
が

国
最
大
の
宗
派
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
全
国
展
開
の
中
で
、

南
武
蔵・

相
模
に
力
を
持
っ
た
太
田
道
灌
に
も
受
容
さ
れ
、

彼
が
本
学
の
前
身
の
誕
生
の
場
と
な
る
吉
祥
寺
を
開
く
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

　

駒
澤
大
学
は
、
わ
が
国
は
も
と
よ
り
世
界
的
に
も
、
最
も

古
い
歴
史
と
豊
か
な
伝
統
を
持
つ
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。
本

学
は
、
江
戸
城
を
造
り
、
江
戸
東
京
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る

太
田
道
灌
が
、
城
の
近
く
に
前
述
の
と
お
り
吉
祥
寺
を
建
て

た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
１
４
５
７
（
長
禄
元
）
年
、
５

５
８
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
１
３
５
年
後
、
徳
川

家
康
が
江
戸
城
に
入
っ
て
間
も
な
い
１
５
９
２
（
文
禄
元
）

年
、
そ
の
吉
祥
寺
の
中
に
本
学
の
前
身
の
学
林
（
の
ち
の
旃

檀
林
）
が
で
き
る
。
約
４
２
０
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

江
戸
初
期
の
様
子
を
伝
え
る
『
江
戸
図
屏
風
（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
蔵
）』
に
は
、
吉
祥
寺
は
江
戸
城
の
堀
の
向
こ
う

側
に
描
か
れ
て
い
る
。
堀
の
上
に
は
、
人
が
渡
る
普
通
の
橋

の
ほ
か
に
、
神
田
上
水
の
水
を
江
戸
城
に
通
す
橋
、
つ
ま
り

文
字
通
り
の
水
道
橋
（
現
在
の
水
道
橋
）
が
掛
か
り
、
そ
の

袂
（
た
も
と
）
に
吉
祥
寺
が
描
か
れ
て
お
り
、吉
祥
寺
の
上
に

は
水
戸
屋
敷
が
見
え
、
下
に
は
お
茶
の
水
の
井
戸
が
見
え
る
。

　

１
６
５
７
（
明
暦
３
）
年
、
江
戸
の
大
半
と
江
戸
城
天
守

閣
を
焼
き
尽
く
し
た
明
暦
の
大
火
（
振
袖
火
事
）
に
よ
り
、

吉
祥
寺
と
共
に
学
林
は
駒
込
へ
移
り
、
門
前
の
住
民
は
五
日

市
街
道
を
開
拓
し
、
も
と
居
た
場
所
の
寺
の
名
を
と
っ
て
吉

祥
寺
村
と
名
付
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
今
の
吉
祥
寺
の
街
で

あ
る
。
３
５
８
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
以
降
、
天

守
閣
は
消
失
し
た
ま
ま
で
再
建
さ
れ
ず
、
現
在
も
皇
居
に
は
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石
垣
が
残
る
の
み
で
あ
る
（
皇
居
天
守
石
垣
）。

　

明
治
期
に
入
り
、
１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
、
曹
洞
宗
は

愛
宕
青
松
寺
獅
子
窟
に
曹
洞
宗
専
門
学
本
校
を
作
っ
た
が
、

狭
隘
で
あ
っ
た
の
で
翌
年
に
駒
込
の
吉
祥
寺
旃
檀
林
に
移
転

し
た
。
そ
し
て
、
１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
、
麻
布
北
日
が

窪
、
今
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ・

テ
レ
ビ
朝
日
の
あ
た
り
に
近
代

的
な
大
学
と
し
て
出
発
し
て
１
３
３
年
、
そ
こ
か
ら
31
年
後

の
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
、
駒
沢
の
地
に
移
転
し
て
き
て

１
０
２
年
が
経
過
し
た
。
当
時
の
駒
沢
に
は
、
東
京
唯
一
の

駒
沢
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

駒
澤
大
学
で
一
番
古
い
建
物
は
、
現
在
の
禅
文
化
歴
史
博

物
館
（
旧
図
書
館
）
で
あ
る
。
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
の

建
設
で
、
現
在
は
東
京
都
歴
史
的
建
造
物
と
な
っ
て
お
り
、

設
計
者
は
菅
原
栄
蔵
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
彼
が
設
計
し
た

建
築
物
に
は
、
レ
ン
ガ
造
り
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
、
銀
座
ラ
イ
オ

ン
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
洋
館
は
、
茶
の

湯
や
禅
と
関
係
が
深
い
数
寄
屋
造
り
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

設
計
で
知
ら
れ
る
吉
田
五
十
八
の
設
計
で
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
や

映
画
な
ど
で
首
相
官
邸
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
ロ
ケ
地
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
近
、
学
生
た
ち
に
禅
の
大
学
ら
し
さ
を
よ
り
一

層
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
枯
山
水
の
石
庭
や
金
閣
寺
垣
、

建
仁
寺
垣
の
竹
垣
を
施
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
統
と
歴
史

に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
あ
ふ
れ
る
駒
澤
大
学
で
あ
る
。
今

後
も
学
生
に
自
校
の
歴
史
に
興
味
を
抱
か
せ
、
学
習
意
欲
の

向
上
に
繋
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

４　
お
わ
り
に
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
―

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
の
共
通
語
は
英
語
で
あ
る
。
英
語
教

育
を
中
心
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け

た
学
生
の
養
成
は
必
須
で
あ
り
、
外
国
人
留
学
生
を
さ
ら
に

受
け
入
れ
、
本
学
学
生
の
留
学
へ
の
道
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
、
交
流
の
環
境
を
整
え
る
必
要
も
あ
る
。
そ
の
際
、
禅・

仏
教
の
教
育
を
受
け
、
坐
禅
を
体
験
し
、
自
己
を
見
つ
め
、

禅
文
化
や
日
本
文
化
の
知
識
を
持
っ
た
学
生
を
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
送
り
出
す
と
い
う
本
学
な
ら
で
は
の
独
自
性
を
大
い

に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

異
文
化
の
人
々
と
の
出
会
い
の
中
で
は
、
自
ら
の
文
化
を

自
覚
し
、
互
い
の
独
自
性
を
認
め
合
う
能
力
が
必
要
で
あ 

り
、
そ
の
た
め
に
は
「
主
体
性
」
を
持
っ
た
学
生
の
育
成
が

不
可
欠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
主
体
性
教
育
」
と
同
時
に
、

他
人
相
互
の
差
異
を
認
め
合
う
「
多
様
性
教
育
」
も
必
要
で

142015.11　大学時報



あ
る
。

　

か
つ
て
わ
が
国
の
大
学
は
、
本
学
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
最
大
の
問
題
が
、
お
そ

ら
く
「
主
体
性
教
育
」
の
不
十
分
さ
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え

る
。
学
習
意
欲
を
持
っ
た
「
主
体
的
」
な
学
生
に
対
し
て
は
、

熱
意
の
こ
も
っ
た
丁
寧
な
教
育
が
確
か
に
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
資
源
の
乏
し
い
「
教
育
立
国
」
が
、

こ
こ
ま
で
世
界
的
に
発
展
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
意
欲
の
な
い
学
生
に
対
す
る
教
育
す

る
側
の
働
き
か
け
は
、
き
わ
め
て
弱
か
っ
た
。「
主
体
性
を
備

え
た
学
生
に
対
す
る
教
育
」
は
行
わ
れ
た
が
、「
主
体
性
を
育

む
教
育
」
は
十
分
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
意
欲

の
な
い
学
生
は
、「
主
体
性
尊
重
」
の
美
名
の
も
と
、
い
わ
ば

放
置
さ
れ
て
き
た
。

　

大
学
生
が
一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
誰
も
が
「
主
体

性
」
を
身
に
付
け
て
い
た
時
代
に
は
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題

に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
大
学
生
の
大
衆
化
が
進

む
と
と
も
に
、
主
体
性
を
持
た
な
い
学
生
の
増
大
が
起
こ
り
、

彼
ら
に
対
す
る
「
主
体
性
を
育
む
教
育
」
の
必
要
性
が
高
ま
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
大
学
は
そ
の
課
題
に
正
面

か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
後
れ
を
取
っ
た
。
今
、
そ
の
遅
れ
を

一
刻
も
早
く
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

単
に
主
体
性
教
育
と
は
い
っ
て
も
、
学
生
の
知
性
を
活
性

化
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
環
境
の
中

で
自
ら
の
知
性
を
働
か
せ
る
の
は
学
生
本
人
で
あ
る
。
こ
の

環
境
整
備
の
努
力・

工
夫
が
、
こ
れ
ま
で
十
分
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

人
間
の
知
性
は
、
閉
じ
ら
れ
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る

画
一
的
な
環
境
で
は
、
弛
緩
し
眠
り
込
む
。
逆
に
、
開
か
れ

新
た
な
事
象
が
次
々
と
現
れ
る
多
様
性
に
あ
ふ
れ
た
環
境
に

置
か
れ
れ
ば
、
驚
き
目
覚
め
て
活
発
に
な
る
。
開
か
れ
た
多

様
性
の
中
で
こ
そ
知
性
は
活
性
化
し
、
主
体
的
な
学
習
が
広

が
っ
て
、
改
め
て
自
ら
の
独
自
性
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
独
自

性
を
表
現
す
る
意
欲
も
生
ま
れ
て
く
る
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
づ
く
り
へ
向
か
っ
て
、「
行
学
一
如
」
の

建
学
の
理
念
を
実
践
し
、
母
校
の
持
つ
伝
統
と
独
自
性
を
誇

り
と
す
る
、
人
間
力
、
生
活
力
あ
ふ
れ
る
学
生
の
育
成
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
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